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 株式会社シティコミュニケーションズ 
代表取締役社長  三 田  大 明 

ｄｆ 

 「痛車」ならぬ「痛カプ」（痛いカプセルホテル）にも泊まれる！ 

アニメソング専門のカラオケカフェ「すた～ず＠City」 

【横浜初】４月 24 日（金）横浜市中区に新規オープン 
 

  

株式会社シティコミュニケーションズは 2015 年４月 24 日（金）にアニメソング専門のカラオケカ

フェ（以下：アニソンカフェ）「すた～ず＠City」を横浜市中区にオープンいたします。 

 

アニソンカフェとは、文字通りアニメソング、声優ソング、ボーカロイド、ゲームソング、昔懐かし

の特撮系、パチンコ・パチスロの曲などアニメ・サブカルチャー系の曲を限定したカラオケカフェです。 

普段は場の空気を感じてなかなか歌えないようなアニソンも、〈アニソン〉という共通項を持ったお

客様同士であれば、羞恥心もなく、本当に自分が好きな歌を全力で歌うことが出来ます。 

そんなアニソンカフェ「すた～ず＠City」はお客様同士が一体感を持って、盛り上がれる雰囲気が特

徴で、スタッフもアニメキャラクターのコスプレをして、接客は勿論店内の雰囲気作りを全力で行って

いきます。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

すた～ず イメージ図 

 

また当施設は弊社グループ店舗のビジネス・イン【ニューシティー】の地下フロアに位置しています

ので、カラオケが盛り上がりすぎて終電車を逃してしまった・・・という場合にも移動時間なく、すぐ

に宿泊・入浴ができます。その際、すた～ずとのコラボレーション企画で、「痛車（アニメ装飾が凄す

ぎて、見ていて痛々しい車）」のような、アニメの世界観をコンセプトにした、痛いカプセルルーム＝

「痛カプ」のパック料金も予定しております。 

その他、当館には総書籍数約25,000 冊のコミックコーナーと無料のインターネットスペースもご用

意しており「すた～ず」と合わせて、アニメ・マンガ好きのお客様を飽きさせない施設となっています。 



【すた～ず＠City の概要】 
 

【場所】神奈川県横浜市中区福富町西通 53 B1F  

＜京急「日ノ出町駅」徒歩 3分＞ 

＜JR「関内駅」「桜木町駅」 横浜市営地下鉄「伊勢佐木長者町駅」徒歩圏内＞  

弊社のビジネス・イン『NEW CITY』の地下フロア（約 35坪）です。 

【地図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電話番号】：045-315-4850 （開通４月下旬ごろ） 

【営業時間】：祝日、平日｜17:00～25:00 

金、土、祝前日｜17:00～29:00 

【料金案内  予定】：男性｜90分：￥3,000～ 

料金      ＊女性｜90分：￥2,000～ 

※その他、「痛いカプセル＝痛カプ」のパック料金も予定。 

【飲食】：フリードリンク、他別途１００円ドリンク 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせは、株式会社シティコミュニケーションズ  

広報担当 坂本真一 までご連絡をお願い致します。 

TEL：045-290-1765 / FAX：045-290-1744 

〒221-0835 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 3-33-8 アサヒビル３Ｆ 



【店長紹介】 

今回のアニソンカフェ出店は弊社の新たな試みであり、その新しい挑戦の責任者を入社二年目の社員

【澤田健人】に任せています。（「すた～ず店長）及び、新規事業部「サブカルチャー事業部」責任者） 

 

澤田は入社から２年弱の間は弊社のパチンコホールの店員として働いていました。そのため、新たに

店を開店する知識、経験などはほぼゼロに等しいのですが、彼のアニメ、アニソンに対する熱意が会社

上層部の心を動かし、今回の新規事業を立ち上げることが出来ました。 

現在は開店準備に当たり、同期入社の社員を事業部の仲間に加え奮闘中。また「すた～ず」以降の出

店も視野に入れ、入社一年目の社員二人を誘い、サブカルプロジェクトを同時進行させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 澤田健人(24 歳)           入社１～２年目の社員で構成されたサブカルプロジェクト 

 

しかしながら、何もかもが初めてのことだらけで、毎日が悪戦苦闘。他事業部の先輩社員に助けられ

ながら、なんとかオープンの目途が立ってきた状態です。 

開店日までも数多くの問題が発生しそうですが、サブカルチャー事業部と同じ時期に立ち上がった

「クールジャパン戦略室」のメンバーを中心に、全社一丸となって若い社員の挑戦をサポートしていき、

1号店を成功させることを目標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

澤田をサポートする「クールジャパン戦略室」の面々 


